
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】脊柱椎骨の外側突起近傍の椎骨構成部を切除し

て中枢神経系の絞扼された神経根への脊椎後側方アクセ

ス部を形成する際、リーマにより切除された骨物質が切

開領域から適切に除去できる面関節リーマを提供する。

【解決手段】軸部１ａを有するとともにその先端３に非

対称構造の歯４を有する面関節リーマ１において、リー

マ１の先端歯４の近傍が軸部１ａの直径に比べて広げら

れているので切除された骨物質はリーマ1の内部に入り

、例えばリーマ内部の通じた吸引により患者の身体から

取り出すことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 部 を 有 す る と と も に そ の 先 端 に 歯 を 有 す る 面 関 節 リ ー マ で あ っ て 、 リ ー マ の 先 端 が 軸
部 の 直 径 に 比 べ て 広 げ ら れ て い る 面 関 節 リ ー マ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 リ ー マ の 前 端 の 広 が り は 、 少 な く と も 歯 の 高 さ に わ た っ て 延 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載
の リ ー マ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 広 が り は 、 歯 の 高 さ の ほ ぼ ２ 倍 に わ た っ て 延 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 広 が り は 、 リ ー マ 直 径 か ら 歯 の 頂 点 に お け る 最 大 広 が り 直 径 ま で 連 続 し て 一 定 し て い る
、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 端 は 、 歯 の 頂 点 の 近 傍 で ２ ～ ５ ｍ ｍ 広 げ ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 リ ー マ の 頂 点 で の 広 が り は 約 ０ ． ４ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 リ ッ プ が 外 周 の 一 部 に わ た っ て 延 び て お り 、 こ の リ ッ プ は 歯 を 超 え て 軸 方 向 に 突 出 し て
い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 リ ッ プ は 、 歯 を １ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ 超 え て 突 出 し て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 リ ッ プ は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ φ 、 好 ま し く は １ ５ ０ φ の 円 弧 に わ た っ て 延 び て い る 、 請 求
項 ７ に 記 載 の リ ー マ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 リ ッ プ の 少 な く と も 前 端 が ヤ ス リ と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の リ ー マ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軸 部 を 有 す る と と も に そ の 先 端 に 歯 を 有 す る 面 関 節 リ ー マ に 関 す る 。
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 面 関 節 リ ー マ は 、 ド イ ツ 特 許 第 ６ ９ ９ 　 １ ７ 　 ６ ８ ３ 　 Ｔ ２ 号 に よ り 既 知 で
あ る 。 既 知 の リ ー マ は 、 中 空 円 筒 状 の 軸 部 と 、 軸 部 の 後 側 基 端 部 に 設 け ら れ た ハ ン ド ル と
、 軸 部 の 前 端 に 設 け ら れ た 歯 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な リ ー マ は 、 脊 柱 椎 骨 の 外 側 突 起 の 近 傍 の 椎 骨 構 成 部 を 切 除 し て 中 枢 神 経 系 の
絞 扼 さ れ た 神 経 根 へ の 脊 椎 後 側 方 ア ク セ ス 部 を 形 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。 前 記 ア ク セ ス
部 を 通 じ て 、 そ の 後 、 椎 間 板 歯 髄 組 織 お よ び 他 の タ イ プ の 組 織 （ 関 節 包 組 織 、 瘢 痕 、 環 組
織 ） の 除 去 が 行 な わ れ る 。 こ れ は 、 こ れ ら の 組 織 が 神 経 根 を 圧 迫 し て い る か ら で あ る 。 椎
骨 の 前 記 突 起 は 、 隣 接 す る 椎 骨 の 隣 接 す る 突 起 と 共 に 面 関 節 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 面 関 節 リ ー マ を 使 用 し て 絞 扼 さ れ た 神 経 根 を 減 圧 す る た め の 微 小 侵 襲 的 外 科
手 術 方 法 は 非 常 に う ま く い く 。 し か し な が ら 、 リ ー マ に よ り 切 除 さ れ た 骨 物 質 が 切 開 領 域
か ら 適 切 に 除 去 さ れ な い こ と が 分 か っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 こ の よ う な 面 関 節 リ ー マ を 更 に 発 展 さ せ て 、 切 除 さ れ た
骨 物 質 を 確 実 に 除 去 で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 に お い て 、 こ の 課 題 は 、 前 述 し た タ イ プ の 面 関 節 リ ー マ の 場 合 に お い て 、 リ ー マ
の 先 端 が 軸 部 の 直 径 に 比 べ て 広 げ ら れ て い る こ と に よ り 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に リ ー マ 歯 の 高 さ を 超 え て 、 好 ま し く は 最 大 で リ ー マ 歯 の 高 さ の ほ ぼ ２ 倍 に わ た っ て
面 関 節 リ ー マ の 先 端 を 広 げ る 結 果 と し て 、 切 除 さ れ た 骨 物 質 の リ ー マ 内 部 へ の 侵 入 が 向 上
さ れ 、 ま た 、 切 除 さ れ た 骨 物 質 を 必 要 に 応 じ て 吸 引 で き る 。 広 が り は 、 リ ー マ 軸 部 断 面 か
ら 歯 の 前 端 に お け る 最 大 広 が り ま で 、 連 続 的 に 一 定 し て 延 び て お り 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ
、 好 ま し く は ０ ． ４ ｍ ｍ と な っ て い る 。 そ の た め 、 歯 の 前 端 に お け る リ ー マ 直 径 は 、 ０ ．
２ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ４ ｍ ｍ と な り 、 円 筒 状 の 軸 部 の 直 径 を 超 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 非 常 に 好 ま し い 面 関 節 リ ー マ は 、 歯 を 超 え て 軸 方 向 に 突 出 し 且 つ 外 周 の 一 部 、 １ ４ ０ ～
１ ６ ０ ° の 円 弧 ま た は 角 度 、 好 ま し く は １ ５ ０ ° の 円 弧 ま た は 角 度 に わ た っ て 延 び る リ ッ
プ に よ り 特 徴 付 け ら れ る 。 リ ッ プ の 軸 方 向 高 さ は １ ～ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 リ ッ プ は 、 デ バ リ ン グ さ れ て お り 、 そ の エ ッ ジ が 丸 み を 帯 び て い る 。 リ ッ プ は 、 リ ー マ
が 神 経 の 近 傍 で 使 用 さ れ る と き に 神 経 を 保 護 す る た め に 使 用 さ れ 、 そ れ に よ り 、 前 記 神 経
が 切 除 プ ロ セ ス に よ り 傷 つ け ら れ な い よ う に な っ て い る 。 方 向 付 け の 目 的 の た め 、 基 端 、
す な わ ち 、 歯 か ら 離 れ た リ ー マ の 端 部 に は 、 リ ッ プ 位 置 に 対 応 す る マ ー キ ン グ 、 例 え ば 高
い リ ブ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 に 、 こ の よ う な リ ッ プ を 有 し て リ ー マ が 構 成 さ れ る 場 合 、 前 記 リ ー マ は 、 完 全 に 回 転
さ れ ず 、 そ の 代 わ り 、 振 動 す る 態 様 で 往 復 回 転 さ れ 、 そ れ に よ り 、 歯 が 常 に 骨 物 質 と 係 合
す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 利 点 お よ び 特 徴 は 、 請 求 項 お よ び 添 付 図 面 に 関 連 す る 本 発 明 の 実 施 形 態
の 以 下 の 説 明 か ら 推 測 す る こ と が で き る 。
【 図 面 に 沿 っ て の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 面 関 節 リ ー マ １ は 、 好 ま し く は 長 さ が １ ８ ～ ２ ５ ｃ ｍ の 、 図 示 の 実 施 形 態
で は 約 ２ １ ｃ ｍ の 軸 部 １ ａ を 有 し て い る 。 リ ー マ １ の 後 端 す な わ ち 医 師 の 方 に 向 く 基 端 ２
に は 、 ハ ン ド ル が 設 け ら れ 、 あ る い は ハ ン ド ル に 対 し て 解 放 可 能 に 締 結 す る た め の 締 結 装
置 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 締 結 装 置 は 好 ま し く は プ ラ ス チ ッ ク に よ り 形 成 さ れ る 。 締 結 装
置 も ハ ン ド ル も 詳 し く 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 軸 部 の 前 端 す な わ ち 先 端 ３ に は 歯 ４ が 位 置 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 歯 ４
は 非 対 称 構 造 を 成 し て い る 。 図 ３ に お け る 前 端 か ら 見 る と 、 軸 Ａ と 平 行 な 前 側 面 ５ が 反 時
計 回 り Ｇ に 方 向 付 け ら れ て お り 、 一 方 、 後 側 面 ６ は 、 面 取 り さ れ て お り 、 軸 Ａ に 対 し て ３
５ ～ ４ ５ ° 、 好 ま し く は 約 ４ ０ ° の 傾 斜 角 度 を 成 し て い る 。 作 業 時 の 回 転 方 向 に お い て は
、 前 側 面 ５ が 使 用 可 能 な 切 削 側 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 図 ２ お よ び 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 リ ー マ １ の 前 端 は 、 軸 部 １ ａ の 直 径 と 比 べ て 幅
が 広 げ ら れ て い る 。 つ ま り 、 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 軸 部 は ５ ． ５ ｍ ｍ の 直 径 を 有 し 、
リ ー マ の 先 端 は 、 歯 ４ の 近 傍 で ５ ． ９ ｍ ｍ の 直 径 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 ０ ． ４ ｍ ｍ
の 広 が り が あ る 。 こ の 広 が り は 、 約 ０ ． ８ ｍ ｍ の 範 囲 、 あ る い は 、 最 大 ０ ． ６ ｍ ｍ で ０ ．
０ １ ｍ ｍ の 公 差 を も っ て 直 径 の ２ ％ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。 直 径 が Ｄ １ の 軸 部 １ ａ
は 、 直 径 が Ｄ ２ の 歯 ４ の 前 端 ま で 、 高 さ Ｈ す な わ ち ２ ｍ ｍ を 超 え て 延 び て お り 、 そ れ に よ
り 、 広 が り 領 域 の 高 さ Ｈ は 、 約 ４ ｍ ｍ と な り 、 好 ま し く は 最 大 で ６ ｍ ｍ と な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 広 が り の 結 果 、 切 除 さ れ た 骨 物 質 は 、 リ ー マ の 内 部 に 入 り 、 し た が っ て 作 業 領 域 か ら 抜
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け 出 し 、 結 果 と し て 例 え ば リ ー マ 内 部 を 通 じ た 吸 引 に よ り 患 者 の 身 体 か ら 除 去 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ は 、 本 発 明 の リ ー マ の 更 に 非 常 に 好 ま し い 構 成 を 示 し て い る 。 同 一 の 部 分 が
存 在 す る 限 り に お い て は 、 同 一 の 参 照 符 号 が 使 用 さ れ る 。 前 記 共 通 の 部 分 に 関 し て は 、 図
１ ～ ３ に 関 す る 説 明 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ の リ ー マ と は 異 な り 、 図 ４ ～ 図 ６ の リ ー マ １ は 、 軸 部 ジ ャ ケ ッ ト の 外 周 の 一
部 ま た は 円 弧 に わ た っ て 軸 方 向 に 突 出 す る リ ッ プ ７ を 有 し て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、
弓 状 の 延 在 部 が １ ５ ０ ° の 角 度 に わ た っ て 延 び て お り 、 歯 の 頂 点 を 越 え て 向 こ う 側 へ 延 び
る リ ッ プ ７ の 高 さ は 、 リ ー マ 直 径 と は 無 関 係 に 、 約 ２ ｍ ｍ で あ る 。 リ ッ プ は 、 デ バ リ ン グ
さ れ て お り 、 エ ッ ジ が 丸 み を 帯 び て い る 。 し た が っ て 、 神 経 の 近 傍 で 作 業 す る 際 に は 、 隣
接 す る 神 経 が リ ッ プ ７ に よ り 保 護 さ れ 、 こ れ に よ り 、 切 除 動 作 に よ っ て 神 経 が 傷 つ か な い
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ７ の 構 成 に お い て 、 リ ッ プ ４ の 前 端 は 、 波 状 の 歯 を 有 す る ヤ ス リ ７ ． １ の 形 態 を 成 し
て い る 。 し た が っ て 、 加 圧 下 で の 回 転 動 作 の 場 合 に 、 骨 膜 な ど の 軟 組 織 部 を 除 去 す る こ と
が で き 、 そ の 一 方 で 、 こ の よ う な ヤ ス リ ７ ． １ に よ っ て 更 に 硬 い 神 経 膜 が 傷 つ け ら れ な い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 方 向 付 け の 目 的 の た め 、 リ ー マ １ の 基 端 ２ に は 、 リ ッ プ ７ の 位 置 に 対 応 す る 、 す な わ ち
、 リ ッ プ ７ と 位 置 合 わ せ さ れ る マ ー キ ン グ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る リ ー マ は 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 関 連 し て 以 下 に 説 明 す る 態 様 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 示 さ れ た 態 様 に お い て 、 図 ８ は 、 第 ４ 腰 椎 Ｌ ４ お よ び 第 ５ 腰 椎 Ｌ ５ と 、 こ れ ら の 腰 椎
間 に あ る 椎 間 板 ３ ０ と を 示 し て お り 、 椎 間 板 ３ ０ は 、 脊 柱 管 内 へ の 椎 間 板 歯 髄 組 織 の 突 出
部 ３ ４ を 伴 っ て 、 脊 柱 の 中 心 軸 の 直 ぐ 右 側 の 線 維 輪 ３ １ に 絞 扼 部 ３ ３ を 有 し て い る （ 図 ５
） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 脊 柱 管 １ ２ の 内 部 に は 神 経 構 造 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ が 図 式 的 に 示 さ れ て い る 。 各 腰 椎 Ｌ ４
， Ｌ ５ は 、 棘 突 起 ２ ０ お よ び 左 右 の 横 突 起 ２ ２ と 、 左 右 の 下 関 節 形 成 突 起 ２ ３ お よ び 左 右
の 上 関 節 形 成 突 起 ２ ４ と 、 上 下 の 腰 椎 Ｌ ４ ， Ｌ ５ 間 に あ る 面 関 節 ２ ６ と 称 さ れ る 左 右 の 関
節 で あ っ て 、 上 腰 椎 Ｌ ４ の 下 突 起 ２ ３ お よ び 下 腰 椎 Ｌ ５ の 上 突 起 ２ ４ に よ り そ れ ぞ れ 形 成
さ れ る 左 右 の 関 節 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る リ ー マ は 以 下 の 方 法 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 最 初 に 、 約 １ ． ２ ５ ｍ ｍ の 外 径 を 有 す る 中 空 の 注 射 針 ま た は プ ロ ー ブ が 絞 扼 部 に 隣 接 す
る 位 置 へ と 押 し 進 め ら れ る 。 そ の 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が ル ー メ ン に 挿 通 さ れ る 。 こ の と き 、
ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 そ の 先 端 が 中 空 プ ロ ー ブ の 端 部 を 若 干 超 え て 突 出 す る ま で 挿 通 さ れ る 。
そ の 後 、 中 空 プ ロ ー ブ が 除 去 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 所 定 の 位 置 に 残 さ れ る 。 ２ ． ５ ｍ ｍ の
外 径 を 有 す る ガ イ ド ロ ッ ド （ ダ イ レ ー タ と し て も 構 成 さ れ る ） が 、 当 該 ガ イ ド ロ ッ ド （ 外
径 ２ ． ５ ｍ ｍ ） の 円 錐 端 部 が 面 関 節 ２ ６ に 位 置 さ れ る ま で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に わ た っ て 押
し 進 め ら れ る 。 そ の 後 、 更 に 組 織 を 拡 張 さ せ る と と も に リ ー マ を 案 内 す る た め 、 先 端 が 円
錐 状 を 成 す ガ イ ド ス リ ー ブ （ 外 径 ３ ． ８ ｍ ｍ ） が ガ イ ド ロ ッ ド 上 に わ た っ て 係 合 さ れ る 。
ガ イ ド ロ ッ ド を ガ イ ド ス リ ー ブ と 共 に こ の 位 置 で 保 持 し つ つ 、 内 径 ４ ． ２ ｍ ｍ 、 外 径 ５ ．
０ ｍ ｍ と ほ ぼ 同 じ 小 さ な 直 径 を 有 す る 本 発 明 に 係 る リ ー マ が 、 そ の リ ー マ 先 端 が 面 関 節 ２
６ の 表 面 と 係 合 す る ま で 、 ガ イ ド ロ ッ ド お よ び ガ イ ド ス リ ー ブ ５ ２ 上 に わ た っ て 押 し 進 め
ら れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 医 師 は 、 自 分 に 近 い リ ー マ 端 部 に 設 け ら れ た ハ ン ド ル を 例 え ば 手 で 、 好 ま し く
は 振 動 さ せ た 状 態 で 回 転 さ せ 、 そ れ に よ り 、 腰 椎 Ｌ ４ の 隆 起 ２ ３ 中 に チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ
れ る 。 こ の ス テ ッ プ は 、 鉗 子 だ け で な く 内 視 鏡 も 挿 通 し て 案 内 で き る 十 分 大 き な ル ー メ ン
を 有 す る 作 業 カ ニ ュ ー レ を 受 け 入 れ る こ と が で き る 適 切 な チ ャ ン ネ ル 径 が 得 ら れ る ま で 、
大 き な 直 径 の リ ー マ 、 ガ イ ド ス リ ー ブ 、 ガ イ ド ロ ッ ド を 用 い て 繰 り 返 さ れ る 。 そ の 後 、 随
意 的 に 内 視 鏡 の 観 察 下 で 、 鉗 子 を 用 い て 絞 扼 部 が 除 去 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の リ ー マ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の リ ー マ の 先 端 す な わ ち ヘ ッ ド 端 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の リ ー マ の 先 端 の 矢 印 IIIに 沿 う 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の リ ー マ の 特 に 好 ま し い 構 成 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の リ ー マ の 先 端 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 記 リ ー マ の 図 ４ に お け る Ｖ Ｉ に 対 応 す る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ヤ ス リ を か け て 形 成 さ れ た リ ッ プ を 有 す る 本 発 明 の リ ー マ の 前 端 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 人 間 の 脊 柱 の ２ つ の 隣 接 す る 腰 椎 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の ２ つ の 脊 椎 間 に あ る 脊 柱 椎 間 板 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ … リ ー マ 、 １ ａ … 軸 部 、 ２ … 基 端 、 ３ … 先 端 、 ４ … 歯 、 ５ … 前 側 面 、 ６ … 後 側 面 、 ７ …
リ ッ プ 、 ７ ． １ … ヤ ス リ 、 １ ２ … 脊 柱 管 、 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ … 神 経 構 造 、 ２ ０ … 棘 突 起 、
２ ２ … 横 突 起 、 ２ ３ ， ２ ４ … 突 起 、 ２ ６ … 面 関 節 、 ３ ０ … 椎 間 板 、 ３ １ … 線 維 輪 、 ３ ３ …
絞 扼 部 、 ３ ４ … 突 出 部 、 Ａ … 軸 、 Ｄ １ ， Ｄ ２ … 直 径 、 Ｇ … 反 時 計 回 り （ ＝ 回 転 方 向 ） 、 Ｈ
… 高 さ 、 Ｌ ４ ， Ｌ ５ … 腰 椎 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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